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２　校内ＬＡＮ整備の促進

１　公立学校の校内ＬＡＮ整備推進


政府では「ｅ－Ｊａｐａｎ戦略」（平成１３年１月２２日ＩＴ戦略本部決定）等に基づき、２００５年度までに、概ねすべての小中高等学校等が各学級の授業においてコンピュータを活用するため、必要な校内ＬＡＮの整備等を推進することにより、すべての教室がインターネットに接続できるようにすること等を目標として、これまで学校教育の情報化の推進に努めてまいりました。しかしながら、２００５年度末における校内ＬＡＮの整備率は約５０％（２００６年７月、文部科学省「教育の情報化に関する実態調査結果」）に留まり、極めて厳しい結果となりました。

総務省としてもユビキタスネット社会の実現の観点から教育の情報化の推進は極めて重要であると認識しており、引き続き、文部科学省の教育の情報化への取組に協力する等関係府省と連携して取り組んでいきます。

２　校内ＬＡＮ導入のメリット


校内ＬＡＮとは、学校内に張り巡らされたインターネット利用のためのネットワークのことであり、校内ＬＡＮを導入することによって、普通教室からインターネットに接続し、ホームページの閲覧が可能になります。また、サーバー上に蓄積された学習資源を共有することが可能となります。
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（出典：教育情報化推進協議会）

３　校内ＬＡＮ導入の手引　～校内ＬＡＮモデルプラン集～

「校内ＬＡＮ導入の手引」は、校内ＬＡＮの導入を検討するときに、どのようなネットワークを構築すればよいのかを、校舎の構造ごとに具体的なモデルプランを示すことでわかりやすく解説した手引書です。本手引書では、運用・管理・安全を考慮したネットワークを構築するため基本設計を考え、モデルプランごとにネットワーク技術や導入費用例など具体的な検討項目について紹介しています。教育現場における校内ＬＡＮの導入に向けた検討の一助となれば幸いです。　　


ネットワーク構成例では、

（１）　校舎形状を考慮して校内ネットワークを設計


　　　①　複数の校舎が繋がっている場合（外配線が不要なケース）


　　　②　複数の校舎が離れている場合（外配線が必要なケース）


　　　③　有線ＬＡＮと無線ＬＡＮのハイブリッド構成の場合


　　　④　無線ＬＡＮのみ（中継用アクセスポイント利用）での構成の場合


（２）　ＩＣＴ機器利用場所に合わせたネットワークを構築


　　　①　普通教室（特別教室）に必要なネットワーク要素


　　　②　パソコン教室に必要なネットワーク要素


　　　③　職員室に必要なネットワーク要素　について紹介しております。

　平成１９年３月に改訂を行い、新たに「ネットデイ」「オアシスプロジェクト」「ｅ－ネットキャラバン」についても収録しました。


下記より手引書の無償ダウンロードができますので、ご活用ください。


「校内ＬＡＮ導入の手引～校内ＬＡＮモデルプラン集～」（平成１９年３月改訂）

　（編集：総務省、編集協力：教育情報化推進協議会）

　■ダウンロードはこちらから（3.37MB）


http://www.soumu.go.jp/○○○　←添付ファイル（校内LANモデルプラン）にリンク
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